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14 

一

論

点

で

す

。

一

一
・

mw
年

代

は

一

一
情
報
自
由
主
義
一

一
情
報
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
一

一
の
自
由
流
通
を
主
張
す
る
最
大
の
一

一
擁
護
者
は
、
一
九
九
O
年
七
月
に
一

一
設
立
さ
れ
た
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ッ
一

一
ク
・
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
・
フ
ア
ウ
ン
一

一
デ
l
シ
ヨ
ン

(
E
F
F
)
で
す
。
一

一『
S

ウ
ァ
l
チ
ャ
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
一

一
ィ
l
』
の
著
者
、
ラ
イ
ン
ゴ
l
ル
一

一
ド
も
そ
の
論
客
の
一
人
で
す
。
一

一

八

0
年
代
に
は
、
リ
チ
ャ
!
一

一
る
著
作
権
侵
害
を
認
め
ま
し
た
一
ド
・
ス
ト
ー
ル
マ
ン
率
い
る
フ
リ
一

一
が
、
教
団
に
よ
る
書
類
の
押
収
と
一

l
・
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
・
フ
ア
ウ
ン
一

一
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
へ
の
庄
カ
は
無
一
デ
l
シ
ョ
ン

(
F
S
F
)
が
、
一
一

一
効
と
し
ま
し
た
。
と
の
事
件
は
、
一
群
の
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
「
G
N
U
一

ト
一
一
九
九
五
年
二
月
十
三
日
早
一
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
め
ぐ
る
世
論
一
(
グ
一
一
ユ
)
」
を
無
償
開
発
し
、
一

ス
一
朝
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
の
デ
ニ
一
に
大
き
な
波
紋
を
巻
き
起
こ
し
ま
一
『
コ
ピ

l
レ
フ
ト
』
(
自
由
な
複
一

王
ス
・
ア
l
リ
ツ
ク
の
ア
パ
ー
ト
を
一
し
た
。
一
写
・
流
通
・
修
正
)
と
い
う
ユ
ニ
一

三
捜
査
令
状
を
も
っ
た
費
目
を
伴
つ
一
来
る
べ
き
情
報
社
会
を
射
程
一

1
ク
な
原
則
を
提
唱
し
ま
し
た
。
一

日
て
「
サ
イ
エ
ン
ト
ロ
ジ
l
教
団
」
一
に
、
試
行
錯
誤
は
続
い
て
い
ま
す
。
一

G
N
U
の
思
想
を
「
情
報
共
産
主
一

対
一
と
い
う
宗
教
団
体
!
の
メ
ン
バ
ー
が
一
知
的
所
有
権
を
ど
の
よ
う
に
保
護
一
義
」
と
呼
ぶ
と
す
れ
ば
、
九
O
年
一

〈
一
訪
れ
、
書
類
と
デ
I
タ
を

p

-

厩

主

押

収

し

ま

し

た

。

力

引

則

引

叶

!

此

l

一
;
一
一
社
会
的
情
報
に
つ
い
て
も
、
政
府
一
高
く
評
価
す
べ
き
で
す
が
、
私
自
一
似
し
た
爆
弾
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
、
ス
一
少
数
者
に
対
す
る
差
別
や
攻
撃
情
…
が
民
主
的
で
聞
か
れ
た
も
の
で
あ

一
ニ
サ
イ
エ
ン
ト
ロ
ジ
l
教

一

時

三

忠

芳

丸

山

命

3
回

一

一

C
M一
一
や
ア
ク
セ
ス
提
供
者
に
よ
る
恋
意
一
身
は
い
く
つ
か
批
判
も
あ
り
ま
一
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
ダ
ン
デ
ィ
ー
大
一
報
に
関
し
て
は
、
と
く
に
配
慮
が
一
る
こ
と
は
、
そ
の
空
気
を
呼
吸
し

民

団

は

一

九

五

二

年

に

あ

る

一

間

非

主

主

rM験
動

四

一

j
日
一
一
的
な
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
統
制
に
反
一
す
。
他
者
の
権
利
を
室

τな
い
一
学
の
W
W
W
で
公
開
さ
れ
て
い
た
一
必
要
で
す
。
ま
た
、
ア
ラ
ブ
世
界
一
た
者
誰
も
が
実
感
す
る
と
と
で

ゑ
S
F
作

家

が

カ

リ

フ

オ

ル

一

湖

沼

装

工

u
pね士
山
ぷ
一
一
一
言
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
米
国
語
り
二
一
言
自
は
糧
さ
て
て
う
で
す
。
し
か
し
、
個
々
人
の
一
へ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
普
妻
子
。
新
し
い
要

5に
取
り
入

一
ニ
ア
に
設
立
し
た
八
百
万
一
勢
応

μ
混

一

九

M

a

E

ナ
プ
一
…
一
の
議
会
や
法
廷
で
主
役
を
演
じ
て
一
れ
る
べ
き
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
一
一
軽
自
主
夏
規
制
し
な
く
一
十
分
な
現
状
で
イ
ス
ラ
ム
原
理
主
一
れ
流
通
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
情
報

一

人

規

模

の

教

団

で

、

元

幹

一

叫

奈

川

益

三

t
i
t
-
-一
…
伝
一
二
い
ま
す
。
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
に
一
情
報
流
通
に
つ
い
て
は
、
章
一
て
も
、
ア
ク
セ
ス
提
供
者
を
通
じ
一
義
の
批
判
か
英
語
で
議
論
さ
れ
る
一
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
生
命
棋
で
あ
る

一
部
の
ア
l
リ
ツ
ク
が
イ
ン
一
服
雲
指
摘
芳
一
品
調
咽
掴
掴
圏
一
と
…
一
一
一
関
し
て
は
利
用
者
に
よ
る
自
衛
を
一
業
者
な
ど
の
ア
ク
セ
ス
提
供
者
が
一
て
情
報
の
地
域
流
通
を
行
政
的
に
一
と
す
れ
ば
、
エ
ド
ワ
ー
ド
・
サ
イ
一
以
上
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
こ
れ

一

タ

!

?

を

通

じ

て

教

一

議

義

語

麟

麟

闘

圏

中

ヰ

一

二

主

張

し

、

た

と

え

ば

会

費

支

払

時

一

自

主

規

勢

イ

ド

ラ

イ

ン

を

慎

重

一

管

理

す

る

こ

と

は

、

可

能

か

つ

必

一

1
3リエ
ン
タ
リ
ズ
ム
』
で
一
か
ら
も
草
加
入
者
を
歓
迎
し
、

一

団

の

文

書

を

公

開

し

て

き

一

ぺ

嬬

い

実

売

す

・

圃

瞬

闘

園

岡

一

げ

弘

一

一

要

な

は

ず

で

す

。

一

論

じ

た

よ

う

に

、

欧

米

中

、

心

的

で

一

成

長

し

て

い

く

こ

と

で

し

ょ

う

。

一
た
こ
と
を
、
か
ね
て
か
ら

I
l
l
i
-
-
E
E
B
B
-園
田

一

v

p

p

'

‘，ESPE--圃
近

年

ガ

l
ネ
ギ
l
・
二
方
的
な
世
識
が
形
成
さ
れ
て
し
一
多
く
の
専
門
家
は
、
コ
ン
ビ
ユ

一時

F
L
E
E
r日
詩
型
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
畏
望
号
村
一
計
約
九
行
神
話
一
口
民
主
将
パ

一
の
こ
の
問
題
を
議
論
す
柔
教
関
一
か
。
ポ
ル
ノ
な
ど
不
語
報
か
ら
一
と
も
い
う
べ
き
新
し
い
オ
ン
ラ
イ
一

1

‘
:
，
咽

4
j
T
-副
首
流
通
を
ブ
ロ
ッ
ク
一
等
な
ア
ク
セ
ス
権
を
持
つ
わ
け
で
一
夕
|
ネ
ッ
ト
の
業
種
発
展
解

一
係
の
ニ
ュ
ー
ス
グ
ル
ー
プ
の
閉
鎖
一
い
か
に
自
分
や
子
供
た
ち
を
遠
ざ
一
ン
運
動
で
す
。

E
F
F
の

年

間

百

一

し

ま

し

た

。

E
F
F
が
一
は
あ
り
ま
せ
ん
。
一
豆
酬
と
情
撃
沈
一
消
さ
れ
る
可
能
性
を
予
想
し
て
い

一
を
求
め
、
ア
l
リ
ツ
ク
に
対
し
て
一
け
る
か
。
差
別
発
言
や
犯
罪
マ
ニ
一
五
十
万
1
二
百
万
ド
ル
と
い
わ
れ
一
に
電
子
メ
1
ル
で
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
一
に
設
定
し
、
各
地
域
の
法
律
、
慣
一
そ
の
不
透
明
な
決
定
過
程
を
批
判
一
週
の
自
由
を
無
条
件
に
認
め
る
一
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
全
世

一
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
ア
ク
セ
ス
を
一
ュ
ア
ル
な
ど
の
反
社
会
的
情
報
を
一
る
著
書
、
賛
同
す
る
I
B
M、
了
ド
情
報
を
送
る
と
き
に
は
、
暗
一
習
と
ネ
ッ
ト
普
及
の
程
度
に
し
た
一
し
た
の
は
正
当
で
し
た
が
、
大
学
一
と
、
議
論
に
不
均
衡
が
生
じ
て
し
一
界
の
全
階
層
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
1
シ

一
禁
じ
る
目
的
で
パ
ソ
コ
ン
通
信
運
一
い
か
に
統
制
す
る
か
。
ま
た
、
い
一
ア
ッ
プ
ル
、
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
、
一
号
化
ソ
フ
ト
P
G
P
の
使
用
を
勧
一
が
っ
て
、
少
し
ず
つ
自
由
化
す
る
一
や
業
者
な
ど
の
ア
ク
セ
ス
提
供
者
一
ま
う
の
は
、
そ
の
た
め
で
も
あ
り
一
ョ
ン
手
段
と
な
る
と
き
こ
そ
、
ジ

一
皇
室
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
ア
ク
一
か
に
立
室
哲
1

ア
ク
セ
ス
提
供
者
、
一

A
T
&
T
な
ど
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
一
め
て
い
ま
す
。
一
の
が
よ
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
一
の
大
半
が
、
情
報
流
通
に
対
し
て
一
ま
す
。
一
ョ
ン
・
ス
チ
ュ
ア
!
ト
・
ミ
ル
が

一
セ
ス
提
供
者
を
訴
え
、
さ
ら
に
ニ
一
福
利
用
者
が
、
対
立
意
見
を
押
一

l
関

室

苓

、

二

千

人

を

超

え

一

一

国

境

を

ま

た

が

る

イ

ン

タ

ー

ネ

一

自

ら

の

責

任

に

見

合

う

だ

け

の

ポ

一

一

十

九

世

紀

に

夢

見

た

よ

う

な

、

法

L
ュ
l
ス
の
回
覧
を
止
め
る
主
つ
各
一
さ
え
つ
け
な
い
よ
う
に
保
障
す
る
一
委
員
の
寄
付
金
で
ま
か
な
わ
れ
一
・
は
び
こ
る
ネ
ッ
ト
上
の
一
ッ
ト
に
、
一
国
の
法
律
を
適
用
す
一
リ
シ
l
を
芸
壁
し
て
い
な
い
一
・
大
衆
の
た
め
の
一
律
や
国
家
主
義
制
も
な
い
真

川
一
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
圧
力
を
か
け
ま
一
か
。
要
約
す
れ
ば
、
言
論
と
情
報
一
て
い
ま
す
。
一
犯
罪
・
差
別
一
る
の
は
確
か
に
難
し
い
か
も
し
れ
一
こ
と
こ
そ
が
問
題
で
し
ょ
う
。
一
伝
達
手
段
一
に
自
由
な
議
論
が
実
現
さ
れ
る
の

J
一

し

た

。

一

流

通

の

自

由

を

守

る

か

、

規

制

す

一

ア

l
リ

ツ

ク

の

裁

判

費

用

を

支

一

一

ま

せ

ん

。

事

実

、

オ

ク

ラ

ホ

マ

の

一

「

ホ

ロ

コ

ー

ス

ト

は

存

在

し

な

一

一

で

は

な

い

で

し

ょ

う

か

。

蜘
一
裁
一
課
は
、
ァ
l
リ
ツ
ク
に
よ
一
る
べ
き
か
。
そ
れ
が
現
在
最
大
の
一
号
た
E
F
F
は
、
ポ
ル
ノ
や
反
一

E
F
F
に
よ
る
議
論
の
蓄
積
は
一
米
連
邦
政
府
ピ
ル
爆
破
署
員
一
か
っ
た
」
な
ど
と
す
る
、
社
会
的
一
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
伝
統
文
化
一

|
|
震
柑

RE--

-
著
作
権
の
保
護
と

言
論
の
自
由

言
論
の
自
由
と
統
制
の
ジ
レ
ン
マ
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
最

大
の
争
点
で
す
。
最
終
回
の
今
回
は
、
著
作
権
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
、

テ
ロ
リ
ズ
ム
、
ポ
ル
ノ
、
差
別
な
ど
の
問
題
を
焦
点
に
、
統
制
の

是
非
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。


